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『 介護保険について 』 

松野 秀計 会員 

●介護保険制度 
介護保険制度は、平成 12 年 4 月からスタートし

ました。皆様がお住まいの市区町村（保険者とい

います。）が制度を運営しています。私たちは 40
歳になると、被保険者として介護保険に加入し

ます。65 歳以上の方は、市区町村（保険者）が

実施する要介護認定において介護が必要と認定

された場合は、介護サービスを受けることがで

きます。また、40 歳から 64 歳までの人は、介護

保険の対象となる特定疾病により介護が必要と認定された場合は、介護サービスを受けるこ

とができます。 
平成 27 年 4 月からは介護保険の予防給付（要旨宴の方に対するサービス）のうち介護予防

訪問介護と介護予防通所介護が介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」という。）

に移行され、市町村の事業として実施されています。 
総合事業には、従前の介護予防訪問介護と介護予防通所介護から移行し、要支援者と基本チ

ェックリストで支援が必要と判断された方（事業対象者）に対して必要な支援を行う事業（サ

ービス事業）と、65 歳以上の方に対して体操教室等の介護予防を行う事業（一般介護予防

事業）があります。 

 
●介護保険サービスの対象者等 
■40 歳以上の人は、介護保険の被保険者となります。 

（1）65 歳以上の人（第 1 号被保険者） 
（2）40～64 歳までの医療保険に加入している人（第 2 号被保険者） 
■介護保険のサービスを利用できる人は次のとおりです。 

＜65 歳以上の人＞（第 1 号被保険者） 
→寝たきりや認知症などにより、介護を必要とする状態（要介護状態）になったり、家事や

身じたく等、日常生活に支援が必要な状態（要支援状態）になった場合。 
＜40 歳～64 歳までの人＞（第 2 被保険者） 
→初老期の認知症、脳血管疾患など老化が原因とされる病気（※特定疾病）により、要介護

状態や要支援状態になった場合。 

(当日配布資料より抜粋して掲載) 

 
（資料出典：厚生労働省 介護サービス情報公表システム） 

※40 歳以上の方は、介護保険料を毎月支払うこととなっており、この保険料は、介護保険サービス

を運営していくための必要な財源になります。 

※介護給付や予防給付のサービスを利用するには要介護（要支援）認定を受ける必要があります。 
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